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最高の武器（詩編34:1-5）
　
　いつもそうでしょうけれども、特に最近、講壇で語られるメッセージのポイントは何だと思いますか。弱さ、苦難などのテーマを取り上げて、実はそれがテーマではなくてキリストにフォーカスを合わせましょうという話だったと思います。そうでないと苦難にあるのか楽なのか平坦なのか苦しいのかがいつも問題になり、それに引っかかるしかありません。しかし、キリストにフォーカスを合わせる場合には、苦難も祝福だと言えるのです。そして、キリストにフォーカスを合わせるときに、人間的な強さ、弱さなどはあるでしょうが、それが基準ではないのです。キリストにフォーカスを合わせることによって逆に弱いときこそ強いと言えるわけです。そこに勝利のポイントがあります。そうすることによって、結局、その人はキリストが基準になります。キリストを基準にして生きるものになるでしょう。クリスチャンだからといって皆がキリストを基準にして生きるわけではありません。早天の時にもそういう話をしましたが、もし救われて教会に通っていてもキリストを基準にしていない場合には、本能的に染み込んでいる宗教から自由になることは無理です。あらゆる法則やいろいろなルールに束縛されるしかありません。いろいろな環境、状況、条件などにいつも左右されるような人生を送るしかないのです。キリストを基準にして、神様はそのために私たちの願いとは次元がまったく違う角度から、あらゆることを許されるわけです。キリストにどんどん根を深く下ろしていくように、神様は今も導いていらっしゃるお方です。このようにキリストにフォーカスを合わせてキリストを基準にする人は、いつも常にすべてのことに感謝する人になります。この感謝こそが、人生勝利の最高の武器です。私たちには経済力や実力があり、バックグラウンドがあれば、人生に勝利できるだろう、それこそが武器だと皆思って、学生もそういう意味で頑張っているかもしれません。勉強の実力は、人生の本当の武器になれないものです。人生最高の武器は、キリストを基準であるがゆえに常に感謝することです。常に感謝、それは可能なのでしょうか。

私は救われた後も、最初は理解できませんでした。今までそのような世界にひたって生きてきたわけですから。何も思い煩わないで感謝をもって祈りをささげなさい。癌にかかったのにどうやって感謝できるのでしょうか。交通事故に遭ったのに、そこに感謝などありうるのでしょうか。大学に落ちてしまったのに何で感謝しないといけないのでしょうか。そうなるのではないでしょうか。今までそうだったでしょう。正直に申し上げると、今もそうでしょう。でも、それが良いか悪いかは別にして、なぜこのような状況で、「子どもが親の思いどおりにいかないのに、非行に走っているのにどうやって感謝できるのでしょうか」という質問、そう訴える瞬間、実はその人は負けているのです。それがずっと続きますと負けっぱなしの人生になるしかないでしょう。「でも、こんな状況ではないですか」とついつい昔のまま引きずって走るかもしれません。でも、それは負けです。キリストを基準ではないからそうなってしまうのです。救われるというのは神様の恵みであり、救われた人のこれからの勝利のための最高の恵みは、基準が実際的に変わることです。今までは状況、環境、条件などが基準でした。でも、キリストが基準なのです。だから、今日も明日もいつでもどんなときでも感謝するわけです。なぜ感謝ができるのか。キリストを基準なので、私たちは条件、状況の前に、基本的に私たちはキリストにある救いを得ているものです。だから、その感謝がすべてにおいてベースになります。私たちはうまくいくときに感謝して、そうでないときには不満不平に走るようになる。それが当たり前だとついつい思うでしょう。でも、キリストを基準にしているものは、うまくいくか行かないかは関係なく、基本、ベースが救いなので救われた感謝をささげることができるのです。皆さん、救われたとはどういうことなのかご存知なのでしょうか。もし救われてなければ私たちはどんなに頑張って成功しても滅びるのです。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である。生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれると中々、信じられないのでしょうか。人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっていて、その後は地獄に行くしかないのです。地獄はまだ行っていないので否定するかもしれませんが、生きている間に地獄のような運命の中をたどるしかないのです。どんなに頑張っても礼儀正しく誠実にまじめに嘘をつかないで頑張っていてもだめです。救われない限りは。神様の恵みによって何のいさおもないのにひとり子イエス・キリストを私たちの身代わりとして犠牲のいけにえにささげて私たちを愛して、その滅びの運命から救い出して、もう二度とそこに戻ることができないように安全処置をつけて永遠のいのちを持つようになりました。死と罪の原理から解放されて神様のことを「アバ、父」といつでも呼ぶことができる者に作りかえられました。この感謝こそキリストの中にあります。これがキリストを基準にしている者は、いつでもベースになるわけですから、いつも感謝になります。この感謝はそういう意味で絶対的な感謝であり、優先する感謝であり、時間がどんなに流れても変わらない永遠の感謝です。なぜいつも常に感謝する人になれるのか。分かりますか。それこそが武器です。
皆さん、最高の武器はこの感謝です。この感謝をいつでも常にささげることができる者が、目に見えない暗やみの力、のろいの勢力が砕かれて、そこに光が臨まれ神の国が臨まれるようになるのです。変わります。この感謝です。キリストを基準にしている者は、感謝がこのようにベースになって、そのベースの上に立って教を感謝し、今の現実を感謝するわけです。「先生、今の私の都合、現実のことがよく分かっていないからそうおっしゃっているでしょう」と言いたいかもしれません。しかし、キリストを基準にしている者は、今日の現実が人間的にうまく行くか行かないか、嫌か好きか関係なく、それは必然なのです。たまたま、偶然ではありません。神様の必然であり、そのことによってキリストが深められキリストが宣べ伝えられるために必ず必要なことです。キリストのためのプロセスなのです。その現実のすべてを働かせて全部合わせてキリストのためにキリストがあがめられキリストが宣べ伝えられることのために益としてくださいます。キリストがあがめられるとキリストだけが得して、私は何でしょうかと思うかもしれません。それが皆さんのためです。だから、現実いろいろあるでしょうが、キリストが基準であるものはそれを感謝します。それを受け入れるわけです。家族の中でいろいろな嫌な思いがあるかもしれません。また健康の面においていろいろな事情があるかもしれません。経済的にも人間関係にも事業の面においていろいろな細かい内容があるでしょう。けれども、キリストが基準である者は負けません。そのすべてに感謝します。これが感謝です。だから、サタンが逃げ去るのです。サタンが一番嫌なクリスチャン、この感謝をささげる者です。そうでないとうまくいくときに感謝して、そうでないときには不平不満に走る、それでは人生どんなに年を取っても勝てません。人生はそんなに甘くありません。環境、条件、状況は、いつでも変わるものです。だから、いつでもそれに振り回されるしかありません。この感謝がない限りは。常に感謝する感謝です。死の影の谷を歩きながらも感謝です。あまりにも20年30年40年70年、それとは縁のない暗やみの世界を歩いてきたのでなじみがないでしょうが、イエス・キリストを受け入れた皆さんは光の子ども、神の子どもです。基準を変えましょう。キリストが基準です。

結局、ここまで来ます。苦難も迫害も感謝するようになります。聖書にはその証拠だらけです。これを別の言葉で言うと、逆説的な感謝とも言えるかもしれません。救いをベースにして常に感謝すること、それは無条件なので超越した感謝です。現実を感謝するというのは、私たちのちっぽけなキャパシティをはるかに超えた神の主権による感謝です。それから、逆説的な感謝、これがキリストを基準にしている者です。イエス様が山上垂訓の時におっしゃいました。マタイ5：10-12を見ると、わたしのためにキリストの福音のためにののしられたり迫害を受けている者は幸いな者なのだ。感謝しなさい。今まで正しいいのちの真理を持っていた預言者の中で一人でも迫害されていない者はない。つまり、本物なのだから悪魔は緊張してそのように仕掛けてくるのだ。迫害そのものは辛いでしょうが、私が本当にイエスのいのちの正しい真理の福音を持っている本物だという証明書なのです。だから、感謝するのです。迫害は証明書です。初代教会の信仰の先輩の方々は、このように告白しています。刑務所に入れられ鞭で打たれて釈放された帰りに告白した内容です。使徒5：41を見ると、「神様、キリストのお名前のためにこのように迫害されるのに値する者に認められたことを感謝します」とレベルがあまりにも高いので中々、理解できないかもしれません。どういう話でしょうか。神様、私が迫害されていても感謝をささげて信仰に揺るぎのないものであると、そこまで来ていると主が認めていらっしゃるからこの迫害が許されているのだと思うという意味です。つまり、迫害は、神様に確かに伝道者として認められたというライセンスです。だから、感謝するのです。使徒4：28を見ると、迫害を受けて指導者たちが教会に戻って来たときに、皆がその報告を聞いて神様にともにお祈りをささげます。信仰告白とともに「神様、イエス・キリストがこの世に来られたときにも、旧約に預言されたとおりにいろいろな王たちが力を結集してキリストを十字架につけ、その預言どおりです。そして、それが神様の定められた予定、計画を実行させることでしたと告白しています。それと全く同じように、今も私たち、主のしもべ、指導者を迫害することによって同じくその迫害は神様が定められた世界福音化の予定、定め、計画を進行させる内容であることを信じて感謝します。迫害は、神様の契約が完璧に成就されるという保証書です。迫害はなぜあるのでしょうか。神様の契約を全うするために許されているのです。迫害がなければイエス・キリストは十字架につけられることはなかったでしょう。それが悪魔のしわざでしょうが神の計画を実行される不思議などんでん返しみたいなものです。いつもそうです。だから、サタンはバカなのです。迫害すればつぶされるだろうと思うのですが、その迫害自体が神の計画を実行させる道具なのです。それが分かっていたので、キリストを基準である者は、今辛いかどうかは基準ではありません。そのキリストが世界中に宣べ伝えられるかどうかが基準なので、その基準から見たときに今辛いでしょうがその迫害も感謝します。だから、感謝できないものは何一つありません。そういう意味で、いつでも常にどんなときでも感謝する人になります。この感謝が人生勝利の最高の武器です。

そして、キリストが基準になることがどれほど大切なのかというと、そういう人は常にいつでもどんなときでも幸せです。いつでも幸せな人になれます。昨日かおとといのテレビで「あなたは今幸せですか」という質問をする番組がありました。すると、日本人特有のほとんどの人が「まあ幸せですね」と答えました。何が幸せなのかグラフに書いてもらうと、60、70％の人が「今、恋人とうまくいっているから」「家族が健康なので」と書きます。幸せなのですが今は幸せではないという人もいました。なぜかというと「恋人と今現在、うまくいっていないから」ととにかくどういう教育なのか分かりませんが、いろいろなことがあるにもかかわらず基本、幸せだと言わなきゃいけないように教育をされているのです。幸せの内容も大体そういう内容です。それが幸せなのでしょうか。クリスチャンでも勘違いする場合がありますが、ある障害を抱えている人が、例えば途中で目が見えなくなってものすごい絶望に陥って、しかし、障害者のマラソンなどに出会って、目が見えないのですがマラソンを走るようになり明るくなって人生が変わった。だから、今は幸せですという話はたくさん聞きます。またある人は「私はそんなに大きなことを望みません。家族が健康で子どもがすくすくと育って、お金はそんなになくても平凡でトラブルなしで暮らしていければそれが私の幸せです」と言います。そういう家庭も少なくてありません。私たちもそういうことを聞きながら「あの人は幸せなのだろうな」と思います。また、自分のやりたいことをあきらめずに頑張って、いろいろなことがあったにもかかわらず突き進んである程度、達成するようになった。だから今は幸せだと言います。いいことだと思います。でも、今日、クリスチャンの皆さんは、冷静に吟味しないといけません。家族皆の健康でたいしたトラブルもなく家族仲良く順調に進んで暮らしていく家庭があれば、それで幸せです。私たちはそれが染み込んでいます。そうでないと幸せではないとついつい思うのです。障害を抱えて絶望することは不幸であって、立ち直って今はマラソンや障害者のスポーツなどに専念して暗い思いは全部吹っ飛んで今は明るく希望をもって走っている、歩いている。だから、幸せです。あの人は幸せなのだろうねと思うでしょう。それで幸せなのでしょうか。その反対にぐちゃぐちゃであれば幸せなのかということではありません。別に私はお金などなくても大丈夫です。愛があれば幸せです。愛があれば幸せですか。ある人は愛があってもお金がないと、結局、本当は大変で幸せではないと思うかもしれません。そういう次元ではありません。そういうところでついつい勘違いをしてしまうのですが、それらは全部流動的なものです。肉体的な条件、精神的な意志などの問題、環境的な状況によって左右される問題ではありません。キリストを基準にしている者は、まことの幸せへの概念が違います。人間というものは神のかたちに造られたということを絶対に忘れてはいけません。神様なしでは人間の幸せを言えないものです。大きな穴が開いていて喉が渇いたときにまるで海水を飲むような何を入れても幸せになれないものなのです。だから、家族がみな健康であまり事故もせず幸せだ。そういう概念を全部捨ててください。まことの幸せは、人間は神様とともにおられることであり、しかし、その幸せな人間が罪を犯して滅びの人生に転落してしまいました。だから、その滅びの人生から救い出されて神様と一緒にならない限りは幸せはありません。その唯一の道がキリスト、イエスです。わたしは道であり、真理でありと。ですから、幸せというものは、この神様と一緒になる、そのために唯一の道キリスト、イエスと出会うことであり、イエス・キリストを信じることです。それでイエス様は弟子たちを集めておっしゃいました。心の貧しいものは幸いです。心の貧しい者とは何でしょうか。私が先ほどまで申しあげましたいろいろな幸せなどにはありませんというのが、心の貧しいことです。それには幸せがない、そのようにしては幸せがないということが分かりました。神様なしでは無理だという心の状態です。それでキリスト、イエスに向けられること、イエス・キリストを求める気持ち、それが心の貧しい状態です。その人は天の御国がその人のものです。天の御国、天国がその人のものになることは幸せです。神がともにおられることを意味します。そこにこそ幸せがあります。不幸の根源であるすべての死と罪の原理、暗やみの力が去っていくようになります。死からいのちに映るようになります。つまり、キリストが基準である者は、イエス・キリストを信じること、神がともにおられることが幸せであって、これは条件、状況、環境に左右されない絶対的な幸せです。ですから、刑務所の中に入っていてもエペソ1：3でパウロが告白しているように、刑務所の中で私は幸せでたまりません。天にある霊的なすべての祝福がもう私のものだから。これが幸せです。幸せは何でしょうか。なぜいつでも幸せでいられるのでしょうか。イエス・キリストが幸せです。勘違いしないようにしましょう。福音を聞いたにもかかわらず、教会に20年30年70年訓練を受けたにもかかわらず変わらないので、まるで神社に行くのと同じレベルで教会に来て「なぜ幸せにならないのでしょうか」といつでも不幸なのです。クリスチャンの中で不幸な人間は、実はいません。自分で勝手に思い込んでいるだけです。絶対的な字合わせです。詩篇1：2、ダビデが言いました。神のみことばを夜も昼も口ずさむ者は幸いな者です。それは聖書の暗唱をしっかりやるものは幸いだという意味ではありません。神のみことばは何でしょうか。ことばは神であって、そのことばが人となって私たちの間に住まわれた。つまり、みことばを黙想するというのは、キリストを常に黙想することです。その人は幸いです。キリストと一緒になって、キリストとくっついているもの、それが幸いなのです。ですから、波風が吹いてきても、たとえ過ちを犯して倒れたとしても、苦難がやって来てもキリストは変わりません。だから、私はいつも幸せです。癌にかかっても幸せです。うまくいかなくても幸せです。正確に申し上げると、うまくいかないことではありません。プロセスなのですが幸いなのです。旦那さんが見向きもしてくれない。それでも幸せでないといけません。それが幸せです。この幸せを持っている者は、最高の武器を持っている者だし人生に勝てるのです。

そして、キリストが基準である者は、まことの希望を奪われないで常に希望の中を歩くようになります。何かが見えたときにはウキウキ、そうでないときには沈み込んだりするのではなく、いつでもどんなときでも希望を失わない。なぜなら、キリストが基準であるからです。皆さん、キリストを基準にすると、なぜ希望を奪われないかというと、そのキリストをもってキリストを信じている皆さんひとりひとり存在そのものが希望なのです。なぜでしょうか。すでに皆さんは解放されている方です。すでに神の神殿になってしまった方です。すでに神様を「アバ、父」と呼べる神の子どもになっています。つまり、他のいろいろなことがこの存在をつぶしたり変えたりすることができません。だから、絶望になるような要素はありません。存在そのものがいのちある光り輝く希望にあふれる存在です。存在そのものが。皆さんの存在がある限りは、いつでも希望です。否定的なことはごめんです。だまされるだけです。そのような存在であるがゆえに、皆さんには人々をいのちをもって生かす希望が許されています。だから、希望をなくすことがありません。ぜひ使徒1：7-8、今の私たちの状況、状態では、何ができるのでしょうか。それはあなたがたは知らなくてもいい。植民地であれ社会的な身分がない、経済的な余裕がないなどが絶望、ため息をもたらすような者にはなれない。知らなくてもいい。Only聖霊が臨まれると、あなたがたは存在そのものが希望なので、聖霊が臨まれる希望があるのではないか。それによって人を生かす伝道者になれるから。この希望をかまする者はありません。存在しません。だから、私たちに向かって世の光、世の塩、王である祭司というような名称がつかわれるようになるのです。人を生かすことのためにイエス様は完璧な処置をなさいました。ヨハネ17：21を見ると、三位一体の神様。私たちの頭では理解できません。神様の領域ですから。とにかく、その神様は三つではありません。三位でいらっしゃるのですが一つなのです。それがワンネスです。それと同じレベルに私たちを引き上げましょうと神様に懇願したのです。彼らも私たちが一つであるように彼らもこのレベルに一つにしましょう。なぜなら、人を生かさないといけないから。そこまでやっていらっしゃるので人を生かす希望が私たちにあるのです。誰かはできる、誰かはできないということはありません。必ずできます。イエス・キリストは基準であるから皆さんが基準ではありません。環境も基準ではありません。私たちには結論的な希望があります。ピリピ3：20、いつ人生が終わっても天国に迎え入れられるように、盲点の御国の国籍を持っている者だし、使徒1：11を見ると、イエス様がこの人を生かす働きが、約束が終わったときには再臨なさいます。この地球、人生、歴史がすべてではありません。新しい天と地が与えられて、すべてが新しく始まる時が来ます。それが希望です。そして、その時までマタイ24：14に書いてあるように、すべての民族にこの福音が宣べ伝えられてから最後が来る。だから、必ず宣べ伝えられるようになっているので、それが希望です。世界が社会が環境がどう変わろうが、世界中にこのイエスのいのちの福音が宣べ伝えられるように決まっています。結論が決まっている、ハッピーエンディングが決まっています。ですから、その希望を私たちは持っているので常にいつでもどんな状況でも構わないで希望をなくさないで希望の内に歩くことができます。この希望こそが最高の武器です。サタンがすべて退くようになります。
皆さん、またいつもの説教を聞いたと思っていてはいけません。何が感謝でしょうか。キリストが感謝です。何が幸せでしょうか。子どもが言うことをよく聞いてくれるからではなくて、キリストが幸せなのです。他のところでそれを求めたり探そうとしないように。何が希望でしょうか。キリストが希望です。だから、キリストを基準にしているものは、いつでも常に感謝して幸せでいられるし希望の中を歩けるようになります。私たちの弱さや不十分ないろいろな部分と一切関係ありません。サタンはキリストの中にいるのにもかかわらず、このようにならないようにいつでも偽りをもって私たちをだまそうとしています。今まで過去のいろいろなルールやパターン、枠、価値観、理論などを取り上げてだまします。すべて消してキリストを基準にしましょう。今日、申し上げましたこのような感謝、幸せ、希望など総合的に合わせて賛美と言います。ダビデは、パウロは、その賛美に一番すぐれていた人の一人です。だから、負けません。自分の息子に殺されそうになって追い出されても負けません。それでも幸せなのです。死の影の谷を歩きながら濡れ衣を着せられても感謝で幸せなのです。希望など失いません。パウロも同じです。刑務所の中に入れられて、パウロを殺そうと特攻隊が編成され追いかけてきましたが、分かっていながらもエルサレムに行きますと感謝と幸せと希望があるから、船に乗ってローマに行く間に船が沈みそうになったときでも希望があるから大丈夫だと一瞬たりとも希望を失ったことがありません。もちろんその都度、その都度、キリストを握って祈っているときに、神の御使いが現れて励ましてくれたりいろいろありましたが、感謝と幸せと希望を失ったことがありません。だから、パウロは刑務所の中に入っても賛美をささげました。シラスとパウロがその夜、賛美をささげたときに、刑務所の地面、ドアが揺れて、地震なのかどうかはとにかくいろいろなことが起きてしまいました。賛美を絶やさないのです。ダビデは詩篇を書くほど常に賛美します。それは讃美歌をずっと歌っていたという意味ではありません。いつも感謝、いつも幸せ、いつも希望なのです。皆さんは今感謝と幸せと希望をどこで探しどこで求めていらっしゃるのでしょうか。よくチェックして、そこを修正しましょう。神様。私が愚かでしたと。それで十分です。それから、静かな祈りの時をもってまことの感謝、まことの幸せ、まことの希望をキリストによって回復しましょう。皆さんのものですから。
そして、そうしなければいけないのは、結局、私たちが何ものにも足を引っ張られずに、足止めされずに私たちが一直線に使命、天命、福音宣教の方をしっかり見て、視線をそこに集中して行かなければいけないのに、まだ不平不満があり、まだ不幸だと思ったり、まだ絶望のため息などをしている間には、そこから視線がそらされてしまいます。本当は何も問題ありません。一つだけ考えればいいのです。福音宣教だけです。それが天命です。使命です。それに足を引っ張られることがないように、心の中にある不満不平、不幸の思い、絶望のため息の思いを全部自分から追い出して退けるようにして行きたいと思います。皆さんがキリストの中にいらっしゃることを改めておめでとうございます。
 (祈り)

愛する天の父なる神様。キリストを基準にして、今までの知らず知らず刻印されているものを取りかえることができるように。それで私は常に感謝、常に幸せ、常に希望の中を歩くことができる神の子どもであることを忘れずに存分に味わうことができるように。これを邪魔する思いは偽りですから、イエスの御名によって退ける勝利者になるようにしてください。ひとりひとりを通して神の国が臨まれる福音宣教の神の答えが見られるように祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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